
和
附
特
で
は
毎
朝
、
中
学
部
、

高
等
部
の
生
徒
が
朝
の
会
の
前

に
基
礎
体
力
を
つ
け
る
た
め
、

年
間
を
通
し
毎
日
運
動
場
を

走
っ
て
い
ま
す
。

自
分
で
周
走
を
決
め
て
継
続
し

て
い
ま
す
。
体
力
づ
く
り
は
健

康
の
維
持
増
進
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
働
く
上
で
生
活
す
る
上
で

最
も
必
要
と
さ
れ
る
体
力
や
気

力
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

小
学
部
の
児
童
も
そ
の
先
輩
の

姿
に
あ
こ
が
れ
、
毎
日
走
っ
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
は
和
歌
山

大
学
教
育
学
部
附
属
支
援
学
校

の
素
敵
な
伝
統
で
す
。

高
等
部
修
学
旅
行
は
、
5
月
14
日
か
ら
16
日
、
晴

天
の
中
、
沖
縄
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
日
目

国
際
通
り
を
観
光
し
た
後
、
平
和
記
念
公
園
資

料
館
で
は
い
ろ
ん
な
資
料
や
写
真
を
見
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
平
和
記
念
公
園
内
の
和
歌
山
県
の
沖

縄
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
墓
標
を
探
し
、

多
く
の
和
歌
山
県
人
が
沖
縄
戦
て
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

2
日
目
は
美
ら
海
水
族
館
と
マ
リ
ン
体
験
で
す
。

美
ら
海
水
族
館
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や
マ
ン
タ
の

捕
食
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
見
れ
て
、
感
動
し
ま

し
た
。
ま
た
シ-

カ
ヤ
ッ
ク
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

体
験
は
絶
好
の
沖
縄
の
海
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
、
楽
し
く
ド
キ
ド
キ
し
た
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
夜
は
焼
肉
バ
イ
キ
ン
グ
。

肉
や
海
鮮
は
じ
め
、
本
当
に
お
腹
い
っ
ぱ
い
沖

縄
の
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

3
日
目
は
再
建
中
の
首
里
城
を
見
学
し
ま
し
た
。

あ
の
焼
失
か
ら
約
5
年
半
、
後
数
年
で
沖
縄
の

シ
ン
ボ
ル
は
復
興
し
ま
す
。

生
徒
達
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
も
お
し
ゃ
べ
り
が

尽
き
ず
、
本
当
に
多
く
の
経
験
と
感
動
が
あ
っ

た
3
日
間
で
し
た
。

校
長
室
よ
り

朝
の
マ
ラ
ソ
ン

学
校
の
玄
関
に
あ
る
紫
陽
花

も
咲
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
た
ち
も
新
し
い
学

年
や
ク
ラ
ス
に
も
慣
れ
て
き

て
、
学
校
生
活
を
元
気
に
活

発
に
送
っ
て
い
ま
す
。
5
月

は
中
学
部
と
高
等
部
の
修
学

旅
行
も
あ
り
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
、
良
い
経
験

と
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
素
敵

な
経
験
と
感
動
が
人
生
を
豊

か
に
し
ま
す
。

経験と感動

高
等
部
修
学
旅
行

沖
縄

中
学
部
修
学
旅
行

東
京

お
知
ら
せ

中
学
部
修
学
旅
行
は
、
5
月
21
日
か
ら
23
日
、
東
京

方
面
へ
行
き
ま
し
た
。
男
子
生
徒
4
人
で
、
和
歌
山

駅
か
ら
く
ろ
し
お
と
新
幹
線
で
東
京
へ
。
1
日
目
は

国
会
議
事
堂
や
野
球
殿
堂
博
物
館
等
を
見
学
し
ま
し

た
。
事
前
に
和
歌
山
県
庁
等
も
校
外
学
習
に
行
き
、

政
治
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
2
日
目
は
楽

し
み
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
。
い
ろ
ん
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
も
乗
り
、
園
内
を
た
く
さ
ん
歩
き
ま
し
た
。

夜
に
イ
ク
ス
ペ
リ
ア
で
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
豪
華
で
感

激
し
ま
し
た
。
3
日
目
は
ア
ク
ア
パ
ー
ク
品
川
で
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
見
学
し
、
エ
イ
と
マ
ン
タ
の
違
い

な
ど
学
び
ま
し
た
。
楽
し
い
3
日
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
和
歌
山
へ
元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

中
学
部
で
の
素
敵
な
想
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た●
6
月
行
事

6
月
2
日
～
6
日

高
等
部
現
場
実
習

6
月
3
日

授
業
参
観

懇
談
会
（
小
・
中
学
部
）

6
月
28
日

育
友
会
附
属
3
校
モ
ル
ッ
ク
大
会
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	スライド 1: 和附特では毎朝、中学部、高等部の生徒が朝の会の前に基礎体力をつけるため、年間を通し毎日運動場を走っています。 自分で周走を決めて継続しています。体力づくりは健康の維持増進だけではなく、将来働く上で生活する上で最も必要とされる体力や気力を鍛えています。 小学部の児童もその先輩の姿にあこがれ、毎日走っている姿も見られます。 この朝のマラソンは和歌山大学教育学部附属支援学校の素敵な伝統です。

